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3.1 中国語の ｢把｣と日本語の ｢ね｣との比較
3.2 全体的なまとめ
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第七章 結語
§1 日中命令 ･依頼表現のモダリティ的分析





























































































































3.2 モダリティ4)的研究- 動詞の重ね型 ･副詞 ･語気助詞 (終助詞)
3.2.1 モダリティの定義について
モダリティという用語は ｢様相 ･様態｣などと訳される｡また､直説法 ･仮定法 ･命令法などと
言う時の ｢法｣ (mode)という言葉とも関係があるO要するに､文の意味の主観的な部分或いはあ
る文に対する主観的な色付けである｡何をモダリティと呼ぶかは定義の問題であるが､可能性 ･蓋
然性 ･推測 ･仮定 ･否定などは代表的なモダリティである｡モダリティを具現する形は様々である｡
モダリティ表現の典型例の一つとして､日本語と中B]語では動詞 (働きかけのモダリティ)､副詞､




が､語桑的要素- 例えば､ ｢ぜひ｣ ｢たぶん｣- としてではなく､述語の形態的在り方として





































: 了 へ ＼＼ <全体命題:肯定･否定>


























































(3)a (一定)去｡ (私は必ず行きます) (あなた是非行ってください)
b 我 (一定)去｡ (私は必ず行きます)












































































6) 本論で使われている ｢文脈｣という概念は､英恵の ｢context｣に対応すると考えられるが､大別すると､二つに分け
ることができる｡一つは舌静内の問題であり､これを狭義の ｢conteXt｣として考え､もう一つは､書斎内の問題に限らず､発

































































































































7) 動詞の重ね型は特定した量と共起できない (第三章の3.2.2.1を参照)｡ ｢屯影 (映画)｣は内容的に一つのまとまりの

















































Cは概念化者 (-話者および聴者) (conceptualizer)､R (referencepoint) は参照点､Tは実際に


























































と ｢相対的命令文｣に､依頼文を ｢要求依頼文｣と ｢勧め的依頼文｣に､勧め文を ｢狭義の勧め文｣
と ｢勧誘文｣に分けることにする｡これによって､命令文､依頼文､勧め文の間の機能的連続性が
明らかになり､この三つの間の区別を分析するには有効である｡また､意味的に依頼文を ｢慣用的｣






























































































1･1･1 雪清華 1998 ｢汲培祈使句理治本居｣ 『中国語研究』第40号,33141
雪は主に中国語と英語の命令 ･依頼表現に関する理論から比較し､中国語の ｢汲浩祈使句理治本
居｣ (中国語の命令 ･依頼文の理論的本質)について四つの面から論じている｡
① 西洋の理論を模倣をする ② 機能別の性質
③ 機能条件の決定要素 ④ 論理学､規定傾向
次は本論と関連のあるいくつかの論点を紹介する｡
① 西洋の理論を模倣をする
中国語の ｢祈使句｣ (命令 ･依頼文)という概念は主に西洋の影響を受けたのである｡例えば､
従来､命令文に関する英語の四つの形態理論 (｢主語乱 ､ ｢述語説｣､ ｢アクセント説｣､ ｢句
読点説｣)1'から･中国語の ｢祈使句｣が英語とよく似ているというような説が挙げられる｡
しかし､雪は中国語では､ ｢アクセント説｣､ ｢句読点説｣､ ｢主語説｣は中国語の言語事実に
反すると指摘する｡また､中国語では､次のような命令文が存在することにより､述語説も中国語
では通用しないと言う (p.34)a
(2) 俸爽快一息 (率直にしてください) (形容珂嘱皆祈使句)
(3) 小林子俸就放心交拾我肥｡ (心配しないで､林さんを私のところに預けてください)
(-休把小林子交拾我)(主唱謂培祈使句)




1) 葛 (1998:33134)の解釈よると､主番説 :相手に命令する時､主宙を必要としないo述論説 :命令文の述宙は動詞､動
詞の構造を持つものでなければならないoアクセント説 :相手に命令をする時は､アクセントが下がる 軸 1ing tone)o句読























肯定式 体去｡ 体去辻｡ 体可曹去迂?
(行きなさい) (あなたが行ったことがある) (あなたが行ったことがあるのか)





































































蓑は中国語の ｢祈使句｣について ｢祈使句｣の性質 ･範囲･文脈 ･分類と語用の制約などの面か
ら論じた｡
中国語では構文形式の違いと会話の中での機能によって､ ｢語用平面｣ (pragmaticplane)におい
て､文を ｢陳述文｣､ ｢疑問文｣､ ｢祈使句｣､ ｢感嘆文｣に分けることができる｡ ｢祈使句｣の
構文形式から考えれば､ ｢祈使句｣の述語は主に動作 ･行為を表わす動詞であって､主語は大体第
二人称の ｢体｣ (あなた)､ ｢悠｣ (あなたの尊敬的言い方)或いは､第一人称の複数形 ｢哨侶｣
(私たち)､ ｢我侶｣ (私たち)である｡また ｢祈使句｣の主語はよく省略される場合が多い.義
現機能から考えれば､ ｢祈使句｣の主な働きは聞き手にある動作 ･行為をするよう或いはしないよ





(14) 該子 :我fn班的同学↑↑都有溜泳牲了,就我-↑没有o (言外之意 :拾我巽一双溜泳
牲 !) (私達のクラスの友達は皆スケート靴を持っているけど､僕一人持っていない)
(本音は僕にも買ってください)















(18) 俸醒醍 !喝多了不是?邸来法名多度盾? (目を醒ましてください｡飲みすぎたでしょうO
こんなにうるさくて)





ない文であれば､それを ｢辺嫁祈使句｣ (周辺的命令) (marginalimperative)と呼ぶ (pp.819)0
1.1.2.2 ｢祈使句｣の ｢使用培境｣ (contextofsitntion)
｢祈使句｣の ｢使用培境｣ (contextofsituation)は､ ｢祈使句｣の構文形式とその容認度 (accept-










(20) 去 !快去 !(行け!早く行け!)








｣と一緒に使う｡主語は第二人称の複数 ｢俸侶｣ (あなたたち)と ｢我僧｣ (私たち)である｡
26






ある｡語尾に ｢把｣を付けたり､文の中で ｢清｣ (～てください)､ ｢芳賀｣ (すみません)､ ｢借
光｣ (すみません)などの敬意を表す言葉を付けたりする｡主語はよく尊敬語の第二人称の ｢悠 ｣
を使う｡
(26) 借光,辻我迂去 ! (すみません､通らせてください)
依頼文のもう一つの丁寧な言い方は､文の後ろに ｢好喝｣ (いいですか) ｢行不行｣ (よろしい
ですか)などの疑問形式を付けることである｡
依頼文の否定形は ｢乞免文｣である｡ ｢乞免文｣は聞き手に何かをしないようにと依頼する文で





助動詞 ｢(皮)咳｣ (～すべき)､ ｢可以｣ (～してもいい)､ ｢必須｣ (絶対)､ ｢(一定)





否定 ｢祈使句｣は ｢別｣､ ｢肩｣､ ｢少｣､ ｢不要｣､ ｢不用｣､ ｢不祥｣､ ｢不准｣ 2)などの昔
葉をつけるのが特徴である (pp.16117)o
1.1.2.4 ｢祈使句｣の ｢語用制約要素｣























*稀 ! (紙めて !) 播-下!(ちょっと証めて !)
*咽! (飲み込む !) 咽下去 !(飲み込んでいく!)
*挙 !(挙げて !) 挙起釆 !(持ち上げて !)
*挙杯 ! (杯を挙げて !)拳起杯子 !(杯を持ち上げて !)
*鈷 ! (立って !) 端速ノい (ここに立って !)
*軟! (見て !) 軟軟!(ちょっと見て !)
*望 !(眺めて !) 望遠辺 !(こちらを眺めて !)
*想 !(考えて !) 慢慢)L想!(ゆっくり考えて !)
*留心 ! (気をつけて !) 留心速十人! (この人に気をつけて)
上のAとBの動詞は機能と語棄内容においては､基本的に同じである｡しかし､Aの動詞は単独で
命令文になれるが､Bの動詞はCのように動詞の後に､ほかの要素をつけないと命令文になれないと
いう｡また､蓑によると､北京方言では､ ｢Ⅴ下去｣ (Ⅴつづける)は命令文になれるが､ ｢Ⅴ起来｣
(Vはじめる)は命令文になれないとuう指摘がある｡
説下去!(続けて言って !) *悦起来 !(言い始めて !)


































































































































1･2･3 佐藤里美 1992｢依頼文- してくれ してください- ｣ 『ことばの科学5』むぎ書房











(依頼 Gequesting)､断定 (asserting)､質間 questioning)､感謝 (thanking)､助言 (advising)､


































































































































高圧的支配力 (coercivePower) 報酬支配力 (RewardPower) 正当支配力 (LegitimatePower)





























































































§3 命令 ･依頼 ･勧め文の定義及び機能的分析



















































































































































































































































































































































































































































体的であるかどうかによって､ ｢明示的｣依頼文と ｢場面的｣依頼文に分けられる｡ ｢明示的｣依
頼文というのは､言語形式から依頼する内容が明示的にされてVlる表現のことで､この種の機能な
















(82) a 掌拒的,皇拾二且皿好肉｡ (ご主人､もう少しいい肉をたくさんください｡)
b 掌枢的,皇給血丘好肉｡ (ご主人､もう何斤かのいい肉をたくさんください)
(83) a 別妙了,辻我皇睡二盆山｡ (騒ぐな｡もうしばらく長く寝かせて)
b 別妙了,辻我多睡土生鮮｡ (騒ぐな｡もう10分長く寝かせて)
例 (82)のa､bと (83)のa､bは ｢数量化｣依頼文で､相手に具体的な依頼行為を数量表現で
示す時･ ｢多 (蛋)｣を使う以外に､数量を表すもの､ ｢- (凡)2W+量詞｣を後続するのが普通で
ある｡












しかし､ ｢多 (多)｣は必ずしも依頼表現にとっては必須の要素ではなVloというのは (86)､
(87)のように ｢多 (多)｣がなくても､その表現は成立するC
(86) a 掌拒的,拾二丘皿好肉｡ (ご主人､少しいい肉をください)
b 掌枢的,拾皿丘好肉｡ (ご主人､何斤かのいい肉をください)
(87) a 別妙了,辻我睡二会皿｡ (騒ぐな｡ちょっと寝かせて)
b 別妙了,辻我睡土生乳 (騒ぐな｡10分寝かせて)








(89)は ｢多｣の代わりに､相手に ｢好好｣ (よく)を使い､依頼することを強調しながらまた､
｢凡句｣ (何言か)で ｢強調｣している気持ちを ｢少なく｣或いは唆味な量で抑える姿勢を示して
いる｡
もし､話し手が相手に依頼している行為の内容がゼロに近ければ､つまり ｢慣用的｣依頼文であ














この場合の ｢(-)点凡｣はお客さんにこれからもう ｢少し｣ ｢多く｣食べるように､或いは今







(94)*これから多いにちょっと (少し)よろしくお願いします0..= ｣_____二:- ∴ `
(95)*どうぞたくさんちょっと (少し)召し上ってください｡--= ｣___こ二= ｣





































































23) ｢軽減化｣依頼について､木村 (1987=62)はその述部の特徴について､次のようにまとめている｡ ｢行為の軽減
化に活用される南桑的或いは文法的手段としては､少なめの動作量や少なめの回数を表す一連の数量表現や､短めの時間
を表す幾種類かの時間表現､或いは､試み適度に ｢～てみる｣といったアスペクト的な意味を表す動詞の重ね型形式 -
たとえば 俄`我"｣ (捜して見る)､ "看看 " (見てみる)など - 更に ｢手伝う､助ける｣の意の動詞 "軒 など
いくつかのタイプの形式があり､いずれも次のような依頼表現のための常套手段として広く活用される｡｣Oここで､ま







3.5.4 勧め文の機能的分類 - ｢狭義の勧め文｣､ ｢勧誘文｣
図<3-5>































と見られる時､ ｢何の緩和策も講じずにむき出しのまま (bald-on-record)PTA (face-threateningacb:









の行動指針 (質 ･量 ･関係 ･様式)が協調の原則に対して持っている関係と同様の関係を持ってい
ると主張しているO彼の挙げている行動指針は気配り (tact)､寛大性 (generosity)､是認 (approba-










26) Thom as (1995=訳書185-86ページ)による｡








































































(108) 好好努力 (加油 !)0 (頑張れ)- 相手が努力していないのを含意する｡
















28) 競技の場合の ｢加油 !｣は慣用化され､失礼ではないO中国宙で相手に励ます場合､相手によい結果になるよう
願う祈念の性格が強いのに対し､日本着の場合は自明の事柄の陳述の型をとる傾向にあるということである｡例えば､相





























































































































































Br.wn&LevinS.nはG.fman (1967)の社会学に基づき､ ｢face｣ (社会的に認められた自己イメー
ジ)という概念を用いて､丁寧さの現象を分析したo ｢face｣には積極的 ｢face｣と消極的 ｢face｣
の二種類があるo積極的 rface｣とは自分のありかた･行為を積極的に他人に認められたいという廠
望であり､消極的 rface｣とは､自分のありかた､行為を他人に拘束されたくないとも､う願望であるo












































































張って !｣ ｢どうぞ､召し上がれ !｣､英語の ｢helpyourself!｣.中国語の ｢吃 !吃 !｣ (食べて !
72








































るという｡このような修復の言語 ･非言語上のやりとりは ｢修復のやりとり｣ (remedialinterchange










































ある (これはまた･個人 ･文化 ･親疎関係によって､お礼とお詫びの行動を取るかどうかは違
う)｡例えば､謙遜な人と倣慢な人の行動は違う｡中国と日本という文化が違う国の場合､それぞ
れ行動も違うと思われる)oよって､ (127)のモデルを次のように拡張することができる｡








































































































恐緒の意を述べるという言い方は､日本語では ｢すみません｣､ ｢恐れ入ります｣､ ｢申し訳あ
りません｣､ ｢悪い｣などのような謝る言葉が殆どである｡中国語では､謝る言葉 ｢対不起｣ (す
みません)･相手に害をもたらすことを言及する言葉 ｢打撹胤 (お邪魔します)､ ｢麻煩胤 (ど
迷惑をおかけします)などの言い方もあるし､ ｢不好意恩｣ (恥ずかしい)のような自分のフェイ
スに影響することを強調する言い方もある｡











合臥 話し手からの丁寧な要請 (～していただく)と聞き手から利益を蒙る表現 (受給) (～してくれる)がある｡中国番で





























































(143) ～利息同声勇: "我我有事?"芦勇把礼監叫到口外iR: "憩求体力､一件事｡"就把要実
内部覗工版的事悦子,利息説: "速好れ 我正恵求俸用一越辛,体明天来我我-起













































































































































2) アスペクト的に中国宙の動詞の重ね型とよく似ているものに日本語には ｢反復継続態｣ (金田1976:54-55)がある｡
｢反復継続態｣はある動作 ･作用が繰り返し行われることを表す態である (同上)｡日本宙の ｢反復継続態｣の表し方は､ ｢




























































吃 ! (食べなさい !) ☆稀 ! (嘗めなさい !) 稀-下 ! (ちょっと嘗めて !)
坐 ! (坐りなさい !) ☆姑 ! (立て !) 鈷速凡!(ここに立て !)
同じ単音節の動詞なのに､Aは言えるのに対して､Bは言えない｡蓑はそれがなぜかについての




















(6) 説下去! (続けて言って !)
(7)*硯起来 ! (喋り出せ !) (蓑1993:19)



















































5) ｢起来｣のもとの意味は ｢立ち上がる､始める｣という意味で､ス辛-マ的に ｢上｣だと考えている｡しかし､もし､
動詞と ｢起来｣が意味的に終了点を持つならば､文法的に適切である｡例えば､ ｢唱起来｣ (歌い始めてください)､ ｢跳起
来｣ (踊り始めてください)は r歌｣ (敬)と ｢曲｣ (曲)が独立的で､それぞれ終わりを持っているから､ ｢唱｣と ｢最低｣
という動詞は ｢起来｣と共起できる｡動詞 ｢硯 ｣ (喋る)は意味的に終了点を持っていないため､ ｢悦起来｣((喋り始めて
ください)の言い方はできない｡
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3.1.3 氾方蓮1964 ｢試論所謂 "動詞重畳"｣ 『中国漕文』第4期,264-278
泊は動詞の重ね型構造については､ ｢動詞と量詞との組み合わせ｣ (p.264)だと主張するO
動詞の重ね型の意味 - ｢V (-)V｣の意味については､箔は二分類し､次のように述べ
ている (pp.274-275)0






(12) 新軽小一点JL没英系,穿 (-)穿就好了｡ (新しい靴はちょっときつくてもかまわ
ない｡しばらく履いたら､よくなるのだ)
(13) 休休息休息肥,我自己来｡ (あなたは休んでください｡私自分でやるから) (朝1962:
122)
(12)の ｢穿 (-)穿｣は動詞 ｢穿｣の回数を表すのに対し､ (13)の ｢休息休息｣は動詞 ｢休
息｣の短い時間を表している｡




























反夏,軽骨或持鎮～｣ (動詞の重ね型は動作行為の反復 ･持続を表す) (p.429)と述べてい
る｡
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3.1.6 毛修敬 1985｢功伺重畳的皆法性虜漕法意叉和造句功能｣ 『清文研究』第 2期,34-41
毛は動詞の重ね型を使うかどうかは文の構造によって決まり､話し手の主観的な思いでは
ないと主張する｡また､動詞の重ね型の基本的な意味は ｢短い時間｣､ ｢少量｣ (p.34)だ
という説に対し､疑問を持ち､重ねられていない動詞は行為の始まりと進行を表 し､重ねら
れた動詞はこの行為の始まりから終わりまでの段階的､動的な過程を表すが､話 し手が着眼

















① ｢少量｣説 .･苑 (1柴4:274)､王 (1563:24-29 ､ヤーホントフ (1957訳書 :175ページ)
② ｢動作の強化｣､ ｢動作の弱化｣説 :ドラグゥノーフ (1952:115-116)､王 (1架3:23-24)
③ ｢動作が持続する時間が短い､行う回数が少ない｣説 .･王 (1妬3:23-25)､刺 (1頚Ba:9)､
花 (1剰 :264)
④ ｢不定量｣説 :李 (1964:25)
苑 (1964.･276)は動詞の重ね型は ｢少量｣を表す とし,取り上げている例は次であるC
7) 動詞の重ね型にはどんな形式があるかというのはまだ決まった定説がない｡例えば:李 (1964:255)は ｢AA｣ (A
は動詞であることを意味する)と ｢ABAB｣だけを動詞の重ね型だとみとめ､氾 (1964:264)､劉 (1983:9)､王､年 (




(18) 人家打仇 我侶月舘開聞火葬味｡ (ほかの人達は皆戦場で戦っているのに､私たちはここで､
只火薬の匂を喚いでいるだけだ) (朝1962:261)
(19) 他昭月盃迂捉了点意見 反映反映了同級 (彼は意見を出し､問題を提起したに過ぎなかった)
(京1963:165)
花はここの ｢開聞｣ (匂いを嘆ぐ)は ｢微不足道｣ (ほんのわずか)の意味を表すと言う｡ところが､
同じ ｢岡軌 も (20)の場合なら, 傾不足道｣の意味は存在せず､むしろ強調の意味を表すというC
(20) 速花真香,辻我好好開聞!(この花がいい匂していますねOよく嘆がせてくださも､)




(21) 体等篭 我給体含水去 (ちょっと待ってo水を持ってくるから) (王1963:24)
(22) (生労 使劫祉了祉衣襟辺. (生宝は強く服の裾を引っ張った) (別1983aニ10)




















いしみの と と ケイキヤウ みた











































(a)動作 ･行為 (重ねない)- 完7 - 日標点
(b) (動作 ･行為) (重ねる)- 部分完了 (終局点) 一 目標点




b 我看了看他的治文,.意義.7 .,｡ (彼の論文を読みに読んだが､読み終わった)






動詞の重ね型はすでに ｢不定量｣を表しているため, (27)のように目的語に更に ｢定量｣的な表
10) ここでの ｢目標点｣と ｢終局点｣は山田 (1984:75)の観点を参考にしたもので､本論文での目標点とは､事象が完
成したと言える点であるのに対して､終局点とは任意の点で動作を終わらせた場合の点である｡









(29) .星劫志摩各在家看看弔,打研 丁招丑生｡ (日曜日は家で本を読んだり､掃除をしたりす
るつもりです)













(33)a 我去換換迭 (-)件衣服｡ (この一枚の服を着替えにいく)
b 我去換換衣服｡ (服を着替えに行く)
C*我去換換一件衣服. (一枚の服を着替えに行く)








(35) 酬 阿 怜可恰掛 巴日射的互生聖堂.I"jl.Aむ都旋ヱ戯A.肥!(私を哀れんでください0-
人の心の砕けた人を哀れでください) (李1964:262)
(36) 重畳真上弧破衣,再畳重点点弧三監脱毛的藤乾 坤笑了乳 (体のぼろぼろの服を見
て､また､後ろの三匹の毛のないらくだを見て､彼は笑った0) (同上)





この数量詞 ｢一十 ｣ (一人) ､ ｢三匹｣ (三匹)は､前の言葉 ｢我｣ (私)､ ｢身上的破衣｣ (体




｢把｣の目的語は､従来から ｢特定｣でなければならないと言われてきた｡ (33)､ (34)の文
を ｢把｣構文に変えると､
(37)a 我把速 (-)件衣服換換C (この一枚の服を着替える)
b 我把衣服換換｡ (服を着替える)
C*我把一件衣服換換｡ (一枚の服を着替える)








以上､ ｢把｣構文の特徴は仮説 (32)を支持 していると言える｡
3.2.2.2 動詞の重ね型は ｢部分完了｣である
鵜殿倫次 (1977:27) は ｢動詞重畳と意図｣の観点から動詞の重ね型はアスペクト的で､継続的
で､不完了的であると指摘している｡ここで最も問題になっているのは ｢不完了｣である｡鵜殿は ｢不
完了｣についてComi eの説に基づいて次のように述べているo ｢Comi eは､ほぼ､完了pedectiveを ､
動作全体として見る､不完了imperfectiveを動作 の一部を内側から見る､としているo動詞重畳の
前記の特徴は､不完了的である｣｡鵜殿の挙げている英語の ｢不完了､進行相｣の例を見ると､










:(⊃ 〇 〇 ･
終局点 目標点
0 :草魚 .日 日 ･確定できない連鮒 な行為




O :事象 - =確定できる藩鮒 な行為■●-●■↑






















(42) 他向四周看7着-｡ (彼は周りを見回した) (李1964:255)





























































































































(49) 整天不倣-劇L事情,弛 起亀 海水里浸浸,熱后析肝青島 看看親和屯影什餓 一天触 去
了｡ (一日中何もしないoあっちこっちぶらぶらしたり､海に入ったりする｡それから､音楽を聞
いたり､虜怜映画を見たりして･一日が過ぎ去ってしまう) (火1961:104)




ているO (48)は ｢一筆子｣ (一生)の中では､いろいろなことをやったにも関わらず､断片的に ｢
玩玩偽子,画面 ｣ (鳩を遊んだり､絵を描いたり)という動作だけを取り出しているo (49)は一
















に対し､ (48)､ (49)､ (50)は一部列挙である｡ (51) (図<3-6>)を図で表すと､次のよう
になる｡
図<3-6>
⊂ X 二 X ⊃


















量｣､ ｢部分完了｣から ｢反復｣, ｢持続｣という意味が派生されるだけでなく､また､コンテク
ストによりほかのいろいろな意味も派生されるのであるoここでは異議のあるいくつかの意味につ
いて考えてみる｡
3･2･2･5･1 動詞の重ね型と ｢～看､～試試｣ (～してみる)
森田良行 (1989:1104)によれば､ ｢～してみる｣は意志性の動詞 と結び付けば､ ｢実験
的試みの意図｣を表すoつまり､動詞を二回繰 り返すこと自体に意志性が潜んでいて､ ｢～




復と部分完了 という意味は ｢～看､～斌試｣の表してもさる意味と矛盾しないo そこで､動詞
の重ね型は ｢～看､～試軌 と意味的に馴 化 相いれる関係にあるため､動詞の重ね型の後





(53)の ｢送送｣ (送る)はその動作がいくつかの終局点を持つことが可能なことと､ (54)の ｢
揮楓 (投げる)は何回か投げられる可能性があるということで､両方とも ｢反復｣の意味を表す｡
ただし､ (53)には ｢～してみる｣の意味がなし)が､ (54)にはある.つまり ｢～してみる｣の意
味を表すために､動詞の重ね型の後に ｢～看､～試試｣を付けるのである｡逆から言えば､動詞の重ね





る必要があると話者がそう思えば､動詞の重ね塾の後に ｢塙 ～拭試｣をつけるのである13) (例文
(54))Oそうでなけれは ト象 づ鍋 をつけない ((53)のjO o
動詞の重ね塾の後に r～象 ～拭凪 がある時､確認したい事態は主体にとって､望ましい場合と









(57) 速↑｢1体政道?体逆送,不把体表出来 ! (この玄関に入る勇気があるの ?入っ





(55)は普通の命令 ･依頼表現であるが､ (56), (57)をここで仮に ｢仮定命令｣ 14)と名付け
る｡ ｢仮定命令｣は日本語の ｢～してみろ｣と似ている｡


















確かに､ (58)はこれから毎日 ｢抱該子｣ (子供の世話をする)ということをずっとしなければなら
ないので､ ｢軽骨性日が出てくるのであり､ (59)は毎日 ｢鏑編剤条管,看看二郎RJをして､生活し




(61) .FA瓦屋期天,他准者在家編編刑条歴,看看制 良, (明日日曜日､彼は家でイバラで寵を編
んだり､新聞､雑誌を読んだりして､過ごすつもりです)
(60)は話し手がトイレへ行くために､今ちょっと子供の世話をしてもらうことと､ (61)は一日
だけ家で 協編刑余笠,看看制 艮｣ (イバラで寵を編んだり､新聞､雑誌を読んだりする)をするか
ら､動作 ･行為の ｢反復｣の意味はあるが､ ｢経常胤 の意味は読み取れないoつまり, (58)､
(59)はただ単に動詞の重ね型が ｢蛭常軌 の意味を表すのではなく､ ｢以鼠 などのような副詞の





















終局点 (end)- 結果 (goal)- 間接目標達成
(62) 我把明匙伐到了｡ (私は鍵を見つけた)
(63)a 他把速件衣服洗了 (洗 ),法王漁工｡ (彼がこの服を洗って､きれいになった)
b 他把速件衣服洗了 (洗 ),漁況烹漁｡ (彼がこの服を洗ったが､きれいにならなかっ
た)















史有力 (1994:27)は (66)の例は言わないという.しかし､もし､ (67)のようにすると,文




































功伺常用干祈使句中｣ (重ねた動詞はよく命令 ･依頼表現に使われている) (李1964:259)､
｢カ了請求村方倣一件事吋,常常用功珂重量法秤格式｣ (相手に何かを頼む時､よく動詞の重ね型を























































































C 我嘩 速粕 ｡ (私がこの豚を殺してみる)
d 清休職 東森速共猪o (豚を殺すのをちょっと手伝ってください)
(80)のa の ｢弟猪=ま動詞 ｢弟｣と目的語が一緒になって一通りの動作 ･行為を表す｡つまり､
｢猪｣を殺し､内臓を取り出し､きれいに片付けるまでの一通りの動作だと思われる｡豚が一頭であ
る場合､bのように ｢弟｣を重ねたら､ ｢猪｣を糊 Lにするか･或いは ｢森猪｣の一通りの動作を完
成しないという意味を表すことになる｡当然このような行為は考えられないので､bは非文である｡も









































看兄 (見える)､遇到 (出会う)､荻得 (獲得する),畢亜 (卒業する)､死 (死ぬ)
､栖牲 (犠牲にする)
②心理活動を表す動詞
感功 (感動する)､楓服 (感心する)､灰悪 (嫌悪する)､害蓋 (恥ずかしがる)､
后悔 (後悔する)､失望 (失望する)
③ある動詞は重ねられないが､その動詞の同義詞は重ねられる19)
考試 (考 ) (テストする)､氾京 (妃) (記録する)､等待 (等) (待つ)､印刷




具体的な動詞を挙げたほかに､ ｢能願動詞 (会 (できる)､能 (可能))､趨向動詞 (莱 (莱
19) 例えば､｢考試､妃泉､等待､印刷､贈送｣は重ねられないが､｢考､妃､等､印､送｣は重ねられる｡
11只
る)､去 (行く))､判断動詞 (是 (～です))｣などは重ねられないと述べている｡また､
単音節の動詞は二音節の動詞より重ねやすいと言う｡
別1983aによれば､動作動詞だけが重ね られる｡非動作動詞､例えば､関係動詞 (是 (～で
す)､成カ (～になる))､趨向動詞､心理状態を表す動詞 (餐 (愛する)､恨 (恨む)､害蓋 (恥
ずかしがる))､及び変化を表す動詞 (死 (死ぬ))､非持続性動詞 (弟 (殺す))､反復性のない
動詞 (結婚 (結婚する))､一回性の動作を表す動詞 (*寄寄速封倍 (この-通の手紙を出す))､




















持続を表す動詞 :香 (見る)､笑 (笑う)､等 (待つ)､歓 (休む､休憩する)､想 (考える)
反復を表す動詞 :拍 (叩く)､据 (揺らす)､旺巴 (瞬く)､跳 (跳ねる)





























5.2 アスペクトによる動詞分類 - 結果動詞と非結果動詞
本論文ではヤーホントフ (1957)の説を取り上げ､動詞の語桑的意味から言うと､結果性を持っ
ている結果動詞 (結婚 (醇婚)､看兄 (見える)､消欠 (滅ぼす))は重ねられず,動作が
達成されず､結果まで合意していない非結果動詞 (義 (殺す)､看 (見る)､修理 (修理す
120
達成されず､糖巣まで含意していない非結果動詞 (義 (殺す)､看 (見る)､修理 (修理す
る))は重ねられることを主張する｡
山田 (1984:74-77)は Gaqey(1957)の研究を引用して､動詞に目標点の含意があるかないかを













































(88) 他収7枚盈象的屯費｡ (彼は各家の電気代 をもらった)
(89) 我明夫到地里去抜抜革｡ (明 日畑へ行って､草を抜きに行きます)
(88)は ｢収｣ (もらう)という動詞に非限定複数目的語 (｢何軒の電気代｣)がつくと､何回も









(91)a 拡充我選工 魂｡ (昨日私は劇に出演しました)
b *昨天我演了漬私 (昨日私は劇に出演に出演しました)











花 (1964)には 傾 向功軌 は重ねられないという指摘があるQとも)うのは ｢趨向劫iFlJは普通､目
的地と一緒に提示され､移動したものは動作の結果として移動先に存在する (三原1997)ので､終7
日標点があり､結果動詞になるから､重ねられないのである｡


















(98) 辻我看看俸剛巽的那件大衣｡ (さき買ったあのコー トをちょっと見せてくださ
い)
以上は同一個体の動作自体の繰り返し或いは持続をその内容としている例であるo (95)の ｢揺
播共｣ (首を横に振りに振る), (96)の ｢春了春｣ (飲みに飲んだ)､ (97)の ｢打田打田｣ (棉















































(107) 蕊且政体来旦塗看.0 (この劇はあなたは出演 してみてください)
(108) 速只鴻悪女也森不死,体釆弟養魚 . (この一匹の鶏はどう殺 しても死にませ
んで した｡あなたは殺 してみて ください)
(107)､ (108)は ｢看｣をつけたら､試すために同じ動作を何回も繰り返すことが許され､
重ねられるのである｡































詞が含まれ､その中には思惟動詞 ･感覚動詞 (知道 (知っている)､忘了 (忘れた)､信 (信じ
る))､法動詞 (舵 (できる)､会 (できる)､得 (～しなければならない)､要 (～ほしい)､想























置詞の違いにより､使役文の表している意味も違っている.使役前置詞の ｢辻､叫｣は ｢譲る (許
す)､言いつける｣という意味の動詞から派生したものであって､動詞としての語柔的特徴をその文
法機能の中にとどめている｡譲る (許す)という意味の動詞 ｢辻｣は ｢許容使役｣､ ｢言いつける｣

























5･3･2 非意図性の動詞と ｢～看､～試試｣ (～してみる)
｢感情的な動きは､有情物が主語にくるが･一般に無意志的である｣ 鯨山1988:221)｡それに対








































影山 (1993:89-90)は日本語の ｢VV｣と ｢VにⅤ｣について､統語的と語嚢的な立場から､
分析する｡ ｢VV｣と ｢VにV｣は語に特有の形態的緊密性を備えている｡重複された部分に
は ｢ひた隠しに隠し｣､ ｢ひら謝 りに謝る｣､ ｢おおもめにもめる｣のように接頭辞がつく
ことができるOまた､影山は次の重複規則を挙げているO





(120) 見 (る)- *見に見る､す (る)- *LにLに











型は動詞と動詞の間に数詞 ト ｣と助動詞 ｢了｣を挿入することが可能である｡













































6･2 日本語の ｢～してみる｣と中国語の動詞の重ね型及び ｢～看､～斌試｣について
相 語の動詞の重ね型と意期 に23)もっとも近いのは日本語の ｢～してみる｣であるC日相 の
｢～してみる｣の研究について､まず､高橋 (1976)の研究が挙げられる｡高橋は ｢～してみる｣
のような構文を ｢もくろみ動詞｣だと言ってお｡･ ｢もくろみ｣とは ｢動詞の表す動作がなんのため
におこなわれるかを表す文法的な意味をもくろみとい｣い､ ｢もくろみ動詞｣とは､ ｢もくろみを表
す形式｣のことであると言うC ｢もくろみ動詞｣には ｢～してみる｣､ ｢～してみせる｣､ ｢～して
おく｣､ ｢～してやる｣I ｢～してしまう｣などが挙げられる (pp･141-142)oまた､ ｢もくろみ
動詞の基本的な用法は･ふつう意志動詞が使われるDその場合､無意志動詞であっても､意志動詞化












(130) 春になると赤い花が咲くはずだったoしかし､実際に春になっエ生生 育臓 が咲いたo
しかし､ここの ｢みる｣はやはり補助動詞ではなく･ ｢認知的な用法を持つ｡実質動詞的に ｢～し
て,それを 『見る』｣｣といった意味を表すと森山 (1988:212)は指摘するo (130)の ｢～てみ
ると｣は接続助詞 ｢と｣の意醐 約を受けており､ ｢～してみる｣と違って･意梱 徴については､
構文的に考えなければならない24).
23) 意味的と構文的に日相 の ｢～してみる｣と対応する中国静の形式は次の二種類が挙げられる｡
i･ ｢動詞の重ね型または動量詞や期間を表す番を伴った動詞の後に｣ (中日辞典1992:773) ｢～看､～郎 ｣をつけるo
傭貴著者達十莱悪名祥? (あなたはこの料理の味をみてください)































義は ｢<視覚>によって､対象を<認知>する｣ (田中1996:122)ことであるO感覚動詞の ｢みる｣
は､目的語が視覚的な対象であるだけでなく､味覚､聴覚､触覚などの他の感覚が目的語にくる場合







0 :参与者 - ---→- :メンタルコンタクト
この場合のメンタルコンタクト自体は､その対象物に変化をもたらすのではなく､参与者から他方
の参与者への ｢非対称的関係｣であると考えることができる (河上1996:120)0























































努力を経た後 ｢みる｣ことができ､結果を知ることができるのである0 (141)は ｢無意識｣という
ことで､ ｢～してみる｣と相容れない｡ (142)は ｢先生に強制されて｣薬を飲んだので､話し手自










































































日本語の ｢～してみると｣の用法は､中国語の ｢～-看｣とよく似ている｡中国語の ｢看｣も主体
が人間で､人間が意志的に結果を ｢みる｣のである｡中国語も日本語の①とよく似たような用法があ




意図的 ･積極的に ｢みる｣行為を起こさないと､ ｢結果｣を知ることはできない｡しかし､ ｢～し
てみると｣が非意図的な動詞に後続することができるのは､ ｢～と｣の用法によるものである｡
?
????‥ ? ? ? ? ? ? ? ?
(155)a 目が覚めてみると､もう朝だった｡
b串目が覚めてみた｡もう朝だった｡



























































































































































































6.2.4.2 中国語の ｢～VV+試試 (看)､～vv+看｣
｢～してみろ｣に対応する中国語の形式は ｢～VV+試試 (看)､～VV+看｣で､ ｢看｣の行為をす
るのは殆ど聞き手である｡ ｢みろ｣の前の動作主は日本語と同じで､一人称､二人称､三人称である｡

























































































































































る｣と言って､ ｢形式上からみれば､祈使句であれば､殆ど ｢迩是～把｣ (やはり～でしょう)､ ｢
胤 (～してください)､ ｢別｣ (～しないでください)という特定の言葉を付け加えることができ




｢清｣､ ｢別｣などの特定語句と共起できるということになる｡でも､実際に ｢迩是～肥｣､ ｢胤






























(a)形容詞に ｢着｣をつける｡ ｢快着点凡 ｣ 7) (早くしてください)
(ち)形容詞に ｢一点凡｣ (-些)｣をつける｡ ｢侠一点凡｣ (早くしてください)
(C)形容詞に ｢要｣ ｢庄咳｣等の能願動詞をかぶせる｡ ｢要快｣ (早くしなければならない)



































(10) 嘘,亀 嵩此 (走)-- (しっ､静かに) (荒川1979:39)
(lop) 嘘,乾点J.L(放)･.-･ (しっ､そっと)
以上の三つの文は､同じ ｢形容詞の命令文｣を表すのに､ (8)､ (9)は前後の関係があるから､















8) ｢要｣は ｢～しなければならない｣､ ｢放｣は ｢(自制してある行動を)とる､ふるまう (『中日辞典』小学館｣､ ｢
















(13)a 別事憎,去塾点,我挺約住 !(こわがるな､大胆に､ぼくは大丈夫だ) (荒川1979‥39)
b 別害低 要大胆.I.息JL,我挺的住!(こねがるな､大胆に､ぼくは大丈夫だ)





(15) 字大こ.点JL｡ (字は大きく) (荒川1979:40)
については､次のように述べているO
























































































にするなら､ ｢静かにしろ｣のように ｢動的化｣ 9)しなければならないo
9) この用藩は荒川 (1979)のを引用するo
159



































2.2 形容詞と ｢一点凡｣ (-些｣し)
荒川 (1979)は ｢形容詞が命令文になる場合には必ず ｢一点ノL｣を必要とすると主張し､蓑 (1993
)も ｢A+一点凡｣は肯定的命令文の1mmarkedformだと言っているO形容詞の後になぜ ｢一点)し｣
(-些JL)をつけるかにつuては､ここでは意味論の立場から考えるo
米国発 (1995)は形容詞の特徴から､なぜ ｢一点｣し｣を使うかについて間接的に説明する｡誰 (
1995:55)は ｢非定量形容詞｣は明確な ｢度｣と ｢関節点｣を持っていないため､肯定的な命令文と
反間文の中で普通 ｢A+(-)点JL｣の形を取り,状態の適量を表すと説明する｡
chao(1968:503)は中国語の名詞を可算名詞 (individual nouns)と質量名詞 (massnouns)な






























































































容詞の基本形式で､単音節 (紅 (赤も､)､二音節 (老実 (おとなしい))の形容詞を含め､性質を表
し,性質形容詞と言うo重ねた形容詞 (千千静静 (きれいに))､或いはいろいろな附加要素を付け




は ｢定量形容詞｣ (例えば､雪白 (真っ白)､碧鋒 (青緑)､漆黒 (真っ黒))で､もう一つは ｢非












































































































































のような発話をするのであるO (46)は動詞述語命令文で､ ｢一点JL｣がない場合 (bの文)､聞き









(47) 快去牙｡ 16)｡快点ノい快 !(早くドアを開けてくださいo早く･早く)
｢快点)LJの朗 の意味解釈については･荒川 (1979:38)は ｢もう少しはやく｣だと説明し､


















16) この ｢快去刑 1｣の ｢快｣ (早く)は副詞か､形容詞かは､論争があったが､荒川 (1979:38)は単独で命令文になれ







今までの議論をまとめると､中国語の ｢形式上の形容詞の命令文｣の ｢一点山 は動的化させるも
のではなく､比故形容詞文と同じく､比較を表す参照点マーカーである｡比故形容詞文の ｢一点JL｣
は形容詞のその様態の比較を表すのに対して､ ｢形式上の形容詞の命令文｣の ｢一点山 は動作の様









(52) もう少し早く (書きなさ 1,i)o




















































































つ時間的幅･過程といったものを分かち持つ｣ (中川1987:56)ので､ ｢多 (多い)､少 (少な









(60) 快飽 !(速く逃げて !)
(61) 快唱!(速く歌って)
｢"快"はかなり自由に動詞の状語足りうるが､ "慢"は結び付きが固定していて､ "慢走"と
いえても, "慢胞"とはいえない｣ (荒川1979:39)oまた､朱 (1956:95)は ｢山快"+動詞に対
応するものは､ "慢"十動詞ではなく､むしろ =慢慢" (地)十動詞であろう｡逆に …快快 (地)"
174









(62) 墜 二 息 (走). (早く行きなさい)
(63) 俸今天逸二点九回去可以喝? (今日ちょっと遅く帰ってもいいですか)






































19) 従来､動詞や形容詞に後置する付属形式の ｢着｣はアスペクト辞として扱われ その文法的な意味は ｢動作が正に進行
していることを表す｣とか､ ｢動作の (結果)持続を表す｣などと記述されているが､説明できない文が指摘されている (村
松1988)｡ここでは､村松 (1988:料)の ｢～着｣に対する文法的な解釈の観点 (｢着｣は話し手が､実或いは虚世界の事象､
現象､心象を基準時点を含むある一定時間､等質的に連続する (した)出来事として認識していることを示す文法形式である)





























































補語は中心語である動詞或いは形容詞の結果 ･行為の量 (洗干浄 (きれいに洗う)､去一題 (一回符







21) このテスト臥 次のロザリンド･ソーントン (1983‥65)が形容詞が動詞の連用修飾として使われるかどうかを判断す
るためのテストを参考にしたものである｡
(i･) N+形容詞の連用形+動詞 - N十ノ十動詞の連用形十カタ十ガ十形容詞


































うすると､もし､動詞 ｢行｣が重ねられた後に ｢到達点｣を表す ｢好｣がつくことになったら､文法的に矛盾することになる
(王1997を参照)｡でも､実際､ここの ｢好｣は形容詞ではなく､ ｢倣好事｣ (『現代漢宙規範詞典』)の意味として使わ





















(78) 体把字写好二 点J.L.｡ (字をもうちょっときれいに書きなさい)
(79) 清榊 巴字再等清楚.I.息JL｡(字をもうちょっとはっきり書きなさい)
(78)の ｢好｣ (よい)､ (79)の ｢清楚｣ (はっきりする)は段階性を表す属性を持っている



























ここのaの ｢干 (干す)､黒 (黒い)､死 (死ぬ)､砕 (砕く)､大 (大きい)｣という形容詞は
前の動詞の結果を表し､動作､状態の ｢到達点｣を表すことができる｡また､ ｢干､黒､砕｣は段階
性を表すこともできるから,今の様態を参照にし､それと比較する場合なら､bの言い方も可能であ
るOしかし､ ｢死｣は ｢到達点｣しか持っていないから､bの言い方はできないo (85)のaの ｢大｣
は ｢到達点｣を表すことができないが､ ｢目を大きく開く｣というイベントに限界性があり､ ｢到達
点｣を持つようになったのである｡勿論 ｢大｣というスケールには段階性が存在するから､bの言い




















(88) 傭把清漸育楚 (.7.),到底是准錯了｡ (一体誰が間違ったのか､話をはっきりさせよう)































































(99)の文の形容詞は ｢洗｣の動作の状態 ･結果を表し､叙述として使われ､ (100)の文は命令
文として使われているo二つの文の間は､ただ人称だけが違っているが､文法的な意味は全然違う.














ⅩガYヲ+形容詞の連用形+動詞 - ⅩガYヲ動詞 (チ)十ソレガ+形容詞の連用形十ナッタ｡
動詞が自動詞である場合






(102) ⅩガYヲ十形容詞の連用形十動詞の命令形 - ⅩガYヲ動詞 (チ)十ソレガ+形容詞
の連用形+ナッタ｡





















(105) のaは ｢走｣ (歩く)の動作が終わった後で､ ｢近｣ (近い)かどうかという結果が分
かるので､形容詞 ｢近一点｣L｣ (少し近く)は動詞の後に配置すべきである｡そして､ ｢近一点｣L｣
は動作 ｢走｣の状態 ･様態として表せないので､ものような言い方はできない｡つまり､bの ｢近一
点JLJは動詞の結果としては使えるが､動詞を修飾する状態としては使えないo
(106)a 走快点｣い (もう少し早く歩きなさい)
b 快息JL走 ! (はやくいらっしゃい)
(107) 生息J.L坐 ! (はやく座りなさい)
(108)a*把衣服干浄洗｡ (服をきれいに洗いなさい)
b 把衣服洗干浄｡ (服をきれいに洗いなさい)
宮田 (1981b:22)は (106)aの ｢走快点JLJ (速度を早くさせる)は ｢走得快点)LJといっても
いい｡また､もは相手をせかす表現 (早く出かけなさい)であるが､ときには ｢早く歩きなさい｣と､
｢速度を早くさせる｣の意味として用いられることもある｡しかし､ ｢来｣､ ｢去｣或いは ｢坐｣の
ような､一回でその動作がおわる動詞の場合は､ ｢せかす｣の意味しかならず､ (107)は､すぐ腰































(1)｢高点凡 !｣ (高くしろ)､或いは(2)｢高了｣ (高すぎる｣の両義性を持つ｣ということである｡
また､緊急事態の時､裸の形容詞を使って､命令表現を表す場合も､ここの ｢臨時表現意図｣に当
たると考えられる｡














(114) 快 !快 !(早く!早く!)
のような言い方も可能である｡しかし､こういう用法は､日常では形容詞 ｢快｣､ ｢慢｣ぐらいであっ
て､実に限られている｡
4.2.1.1 ｢慢｣ (ゆっくり)､ ｢快｣ (早い)
荒川 (1979)､衰 (1993:134)には形容詞が単独で命令文になれないという指摘がある｡荒川は









(115)の ｢慢 !｣は本来の ｢遅い､のろい､ゆっくり｣という意味がなくなり､ ｢待て !｣という
相手の動作 ･行動を止める意味として使われている｡そして､ ｢慢｣は語用論的に動詞述語命令文と











4.2.1.2 ｢快音 !｣､ ｢慢着 !｣




(120) 快着 !都九点了逐不功身｡ (早く､もうすぐ九時なのに､まだ行かないの)





b 慢着 !等他爪釆了屯推再走｡ (待って､彼らの電報が来たら行きなさい)
(123) 慢着 !慢着 !地上滑得稚児｡ (気をつけて気をつけて､地面は滑りますよ)




日本語の形容詞 ｢遅い､のろい｣には､中国語の ｢慢 !｣､ ｢慢看 !｣による命令文のような用法















































































(1)では副詞 ｢狼｣ (とても)､(2)では宙気助詞 ｢喝｣が､それぞれ形容詞 ｢忙｣の限定作用を排除する働きをする｡















(137) 大 !(大きくなれ !)
















5.1 述人形容詞 (hum anadjective)
普通の形容詞のカテゴリー は広く､合意する意味範晴はたくさんあるのに対して､人間に特有の性
質 ･態度 ･行動の様子を表す形容詞のカテゴリー は狭く､含意する意味範峠が決まっているO
(140) 別害他 室塾点J.L,我挺的住!(こねがるな､大胆に､ぼくは大丈夫だ)
(141) 友現敵情了喝?況者監 (敵を発見したのか､落ち着け) (荒川1979:39)
上の二つの例は,ともに具体的な動詞がなく､荒川はこの類の形容詞の特徴は ｢人間の動作,行為､
態度 (心的なものも含め)の状態を表し､かつ自らその状態になりうるもの (｢自制可能｣なもの
- 葵語学でいうself-controlable)｣ (仮説2) (1979:40)であると述べている｡衰 (1993:118)
はこの類の形容詞を､普通人間の性格､態度､感情などを表し､ ｢述人形容詞 (human adjective)｣
と名付け､人間の性格､態度､感情などを表せない形容詞を ｢非述人形容詞 (non-humanadjective)｣
と名付けているO ｢大胆｣ (大胆)､ ｢況着｣ (落ち着く)のような形容詞は､不可避的に人間の性
情を表すことになっているので､具体的な動詞がなくてもいいわけである｡しかし､この類の形容詞
がそのままで命令文になれるわけではない｡というのは殆ど要願動詞 ｢要｣ (～しなければならな
い)1 ｢放｣ (～しろ (せよ)､～させる)､ ｢拾我｣ (～してくれ)などの語がつけられる｡よっ























(142) 別害悦 放 (要)大過点J.L.,我挺的住 !(こわがるな､大胆に､ぼくは大丈夫だ)


































































(156) 榊 良晴要重.I.GJ.L｡ (しっかり見て)
(157) 伸行功要快.I.点J.L｡ (行動を早くしなさい)
｢相手 (俸)+身体部位+要+A+一点JL(-些)｣は ｢相手 (体)+身体部位十要+A｣と基本的









｢放｣が必要であるO ｢自主述人形容詞｣の場合でも ｢放｣が使える ((160)の例).
5.2.5 相手 (俸)+身体部位十姶我+放+A+一点凡 (-些)
(161) 体髄拾我放勤.I.息JL｡(足を勤勉にしてくれ)












(163) 真面目に しなさ い ｡















































(167) 只此一次,下不労例 !体等旦重点J.L｡ (これっきりだぞO簡単に書くんだ)
(168) 清鈷逸息JL,我不徳和体鈷在一息 (離れて立ってくれ､あなたと一緒にいたくないか
ら)






































36) 対人関係､丁寧さの立場から､省略の問題を考察したのは､蒲谷 (1993)の研究がある｡また､ ｢引き込みの表現効果｣
から日英を比較し､省略を観察したのは牧野 (1993)が挙げられる｡
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本節で取り上げる副詞は国語学でいう ｢陳述副詞｣の中に含まれてV沌 o r陳述副詞｣の議論につ
いては､山田孝雄 (1936)･橋本進言 (1959)､渡辺実 (1971,1974)の研究が挙げられる｡工藤浩
(1982)は陳述副詞のカテゴリーの一部として､ ｢叙法副詞｣を設定し､この類の検討をしている｡
工藤 (1982:45-47)の叙法副詞は山田 (1908)の ｢陳述副詞｣の一部- ただし中核的な一部を占
めるのである｡工藤は ｢陳述性 (predicativity)｣という用語を ｢単語や単語の組み合わせを文とし
て成り立たせる諸特性｣と､仮に定めて用いることにし､この ｢陳述性｣のもとに､副詞 (的成分)






































































































































研究手順としては､類語としての扱いを参考に､日本語と中国語の副詞を ｢ぜひ｣､ ｢必ず｣と ｢-
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§2 日本語の ｢ぜひ｣､ ｢必ず｣と中国語の ｢一定｣について
日本語の ｢ぜひ｣､ ｢必ず｣と意味的に近い中国語の副詞は ｢一定｣である｡
2.1 ｢ぜひ｣
2.1.1 ｢ぜひ｣に関する先行研究








また､工藤 (1982:77)は統語論の立場から ｢ぜひ｣の意味特徴を ｢実現の必要性の強め｣とされ､
｢ぜひ｣と共起する文末形式を具体的に挙げている (p.61)0
依頼 :～してください 命令 :～しろ
勧誘､意志 :～しよう,～する､ 希求 :～してほしい､～してもらいたい
～するつもりだ
希望 :～したい 当為 :～しなければならない､するといい､必要だ
ここで問題になっているのは､ ｢ぜひ｣と命令文との共起のことである｡もともと命令機能という


















































しかし､中国語の ｢一定｣は ｢想 (～したい)｣と一緒に､話し手の願望を表すことができないo
(10■) *我一定想去美国看看｡






を表すのであるo願望には､話し手自分自身の動作 ･状態を望む ｢動詞連用形+｢たい｣｣と､他人の動作 ･状態､或いはあ
る事態の成立を望んでいることを表す ｢動詞テ形十｢ほしい｣｣がある｡








































































































































































































































というような否定の意味を含んでいるためであるoまた森本 (1990=101)､坂口 (1991:41)､吉井 (1998=66167)､小林
(1992=8)の指摘では､ ｢ぜひ｣は否定の表現と共起できないという理由によって､ ｢ぜひ｣は ｢～気をつける｣と相容れ






































































































































































































小林の ｢繰り返し起こる可能性のあること｣とは,ここでいうと､人間の ｢習慣 ･風習｣的なこと
























に事態の実現を強制する意味はない｡ ｢必ず｣と同じように､ ｢絶対的命令｣と共起できないが､ ｢相









































(65) 医者 :この薬を飲み続けなければ死んでしまいますから､ (必ず?ぜひ飲んでください)
















22) 谷部弘子 (1986:64-65)によれば､ ｢一般に文に､描写の対象となる客観的事態を表す部分とそれをとらえて表現す
る言語主体の態度を表す部分とに大きく分けられる｣｡特に副詞に関しては､ ｢客観的事態を表す部分を ｢コト｣とすれば､
情態副詞 ･程度副詞がコトの内容を詳述的な役割を果たすのに対して､いわゆる陳述副詞はコトの内容と直接の関係を持たず
ムードに関係する､というように両者にまたがるからであるOさらに､ ｢もちろん･あいにく･無論｣など､ ｢評価副詞 .注




















② ｢一定不｣は第1人称にのみ使う0第2､3人称には ｢一定十別 (不要､不能)｣を用いるO
(70) 我一定不忘氾体的嘱附｡ (あなたの言いつけは絶対に忘れません)






23) ｢要｣の意味は ｢助動詞､～しなければならない､すべきである､～する必要がある｡必要､義務を表す｣ (『中日辞











































調を表すため､相手に命令する時 ((51■))や相手の利になる時に使われる ((83)､ (84))｡こ
れはちょうど日本語の ｢必ず｣の用法に当たる｡もし､相手に裁量する余地を与え､話し手の強い願























を考慮すれば､ ｢ぜひ｣で､聞き手の意志を考慮しなければ､ ｢必ず｣になるが､中国語の ｢一定｣
は日本語の ｢ぜひ｣と ｢必ず｣と両方に対応している｡使い分けは動詞､助動詞の ｢要､得｣という
マーカーがあるかどうかである｡ ｢要､得｣があれば､日本語の ｢必ず｣､なければ日本語の ｢ぜひ｣
である26)｡また､ ｢必ず｣は推測を表すことができるが､中国語の ｢一定｣は推測 ･推量を表す時､
｢会｣というマーカーが必要である0












て､ ｢要､得｣を省略する場合がある｡ただ ｢要､得｣があるかないかによって､ ｢一定｣の意味を判断することは厳密的で
はない｡例えば､
明夫一定御礼 (明日必ず来なさいよ)




















以上の比較から､ ｢一定｣は日本語の ｢必ず｣の用法に近いことが分かった｡時には ｢ぜひ｣の用
法とも重なっているが､それは ｢要､得｣というマーカーがない時であるC中国語の ｢一定｣は話し

















(一定)会 (一定)得､要 一定* 想～
§3 ｢くれぐれも｣と ｢千万｣






















(92) 我知道什公也阻止不了地的夏仇汁剣,我只是晴晴地説:三五要小心 !小心 !(なんでも
彼女の復讐計画を阻止できないと分かっていた｡私はただ咳いて､くれぐれも気をつけ





















































































中国語の ｢一定｣は ｢千万｣と違って､話し手の願望 ･意志を表すことができる｡自分の行為につ
いては絶対そうするという決意を表すこともできる｡ ｢千万｣は話し手が相手に依頼 ･勧めているこ
とをどうしても相手に実行してほしいという気持ちが強い｡ ｢千万｣と ｢一定｣とを比較すると､ ｢
千万｣は ｢一定｣より相手に念を押す度合,強調している度合が高い｡





















? ? ? ? ? ? ?

















































































このような勧めを坂口 (1996:4)は ｢当為系｣と名付け, ｢｢当為系｣は "そうすべきだ､そう
あるべきだ'､という話し手の当為判断を表す形式を用いた勧めである｣と述べている0
4.1.4.3 話し手と聞き手の両方の利益になれる










































































































































方の利益のために使うことができる｡ ｢必ず｣､ ｢ぜひ｣は話し手の要求 ･希望を強く表す副詞だか
ら､相手にかける負担が小さければ､相対的命令文と共起することができる｡ ｢くれぐれも｣は重ね
の形で､基本的にある望ましくない事態を発生しないようにと相手に懇願するのが特徴であるo
中国語の ｢一定｣､ ｢千万｣は話し手の利益にもなれるし､聞き手の利益にもなれる｡ ｢千万｣と































1) 中国藷では命令 ･依頼を表せる静気助詞には ｢肥｣と ｢麻｣が挙げられるが､使用の頻度から考慮すれば､代表的な ｢I
肥｣を取り上げることにする｡
2)木村､森山 (1991=19)は ｢確定情報における聞き手情報依存｣という論文の中で､ ｢日本静の ｢ね｣､ ｢だろう｣､
｢じゃないか｣に中国静相当するものとして､中国宙の ｢肥｣､ ｢喝｣がある｣と指摘し､それぞれの違いについて､対照研
究を行ったが､本論文は命令 ･依頼表現を中心に､発話の伝達機能から､ ｢ね｣と ｢肥｣について対照してみたい｡ ｢だろう｣











(2)a?我盆離 別叫伽 弟- (彼等に私を殺さないようにお願いしましょう)
b 我餌 僻糾 伽 - (彼等に私を- ないようにお願いします) (勘 987.･668)
他に､ 『中日辞典』には ｢肥｣に対して･多くの意味が挙げられているが､それらの意味を選んで
挙げる基準は必ずしも明らかでなく･それぞれの意味相互の関係も明確ではない｡
｢聞き手情報配慮と文末形式｣という観点から･木村 ･森山 (1991:10)は日- の終助詞の対
照研究を試みた潮 音報文の ｢軌 それ自身の文法的意味としては､ ｢真偽の判定の保留もしくは
断定の回避｣だということで､聞き手の情報に依存しない性格の確定内容の場合､断定を避けた形で



















ている ｢昭｣の意味は､森山 (1992:47-48)の ｢だろう｣の推量の理論的な意堺に一致している｡
つまり ｢推量の表現とは､ある内容を述べるとともに､それに矛盾対立する内容も成立する可能性が









主語が ｢我｣又は ｢体｣のどちらか一方であっても､ (4)は ｢小兵｣ (兵士)になるかどうか､

































使役の意味を表す ｢辻～｣構文は話し手が ｢相手 (客語)に影響を与えてそれを動かそうとする意
味を含｣ (藤堂1979:82)むため､両者の存在がはっきりしているoそこで､ ｢辻～｣構文は ｢肥｣
と相性がよいoこの時､聞き手の立場を考慮すべきかどうかはやはり ｢肥｣を使用するかしないかで
決める｡




























(12)a 白克熱烈地哨庄到= ∵好,先辻唱的姻函冒出姻来!" (自重は熱烈に応じて､ …いいよ､
先にわれわれの煙突から煙を出そう")
b?白兎熱烈地桶屋到: "好肥,先辻咽的梱函冒出梱来!" (白霊は熱烈に応じて､ "いい
でしょう､先にわれわれの煙突から煙を出そう") (白)







13.2.3 ｢把｣と助動詞 ｢要｣､ ｢得｣､ ｢庄咳｣ 4-'の共起






































1.3.3 ｢把｣と命令 ･依頼表現 - 語用論の観点から











b 有什ゑ盾,傭悦 ! (言いたいことがあれば､言いなさい)
(24)a 少悦一点把!(口を出さないで)
b 少説一点 ! (口を出すな)


















































































て防御の機能を果たすのであるo 咽 語の ｢肥｣も話し手が自分の要求をはっきり相手に示さないの
は自分の面子を守ることと､相手への敬意を表すのであるO
もし話し手の一方的な依頼なら､例 (2)aのように､ ｢把｣は使えない｡


















(30) 辛 夫 :小姐,上辛把｡去即凡阿?(お嬢さん､車に乗って｡どこへ行くのかね?)
留学生 :去西単--0 (西単へ)

































(34')a 老肺,悠吃 ! (先生､召し上がって)










5)相 南で相手の年齢や地位が- 手の上であれば､二人の間はあまり凱 くない場合､ ｢悠 (あなたの尊敬番)｣など
の尊敬の呼びかけ請によって相手を一段高い位置へ持ち上げる必要がある8また､一定の柵 を保つ ｢清 (丁寧な要求行為を表し､増の ｢敬辞｣として､ ｢乞う､- ｣という動詞本来の意味を残している)｣によって､乱 手の要求を丁靴 することも必要とされている｡
260
い気持ちが読みとれ､聞き手の気持ちを考慮することになり､表現の娩曲さが感じられるのである｡








ラテジーを取るのである.そのために､ ｢別～｣､ ｢不要～｣は ｢肥｣を伴わないのが普通である｡
(37)a 体別忘了吃荷｡ (薬を飲むのを忘れないで)
b*体別忘了吃卿 巴｡ (薬を欽むのを忘れないでしょう)













するところから ｢肥｣の基本的な意味と適合する｡しかし､ (37)の ｢忘了｣の ｢了｣は参照点マー























































rl f2 y2 yl
｢肥｣ 8)i当然古川の分類①に入るoよって･flの副詞との関係はどうだろうかOそれは次のよう
なことが言える｡


































9) 本論文は ｢ね｣のイントネーション (上昇調､下降調)を考察の対象外とする｡























































































いる｣ (田窪1997:i)｡神尾は ｢情報のなわ張り｣という概念を脚 昌し､話し手の情報と聞き手の
情報という立場から､数多くの論文でこの概念を使って分析を行っている｡また､話し手と聞き手の
関係を第一義的には ｢目上一 同等 (或いは目下)ととらえ､更に ｢疎- 親｣という二つ目の軸






































































































































































































































































∈ ㌻ 句 境≡参













































































































































(43)の文脈では､aは ｢同意要求｣で､bは ｢同意｣を表すと大曽美恵子 (1986:91)は説明し








であると言えるo よって､ ｢ね｣を ｢同意要求｣行為と積極的に関連づけることは難しいように思わ
れるo ｢ね｣の基本的な機能は語用論的に話し手と聞き手との共感の場を表すマーカーだと言えるO























18) 同意というのは､聞き手の意見に対して､- 手の一方的な意見を述べることを意味する｡- 手が相手の意見に対し








































































































中国籍 × ○ ○
日本帯 ○ ○ ×
中国語の ｢把｣は聞き手の情報事情に関与しないのは､次の例から明らかになる｡
(86)a 我投荷手表.俸有喝? (私腕時計をしていないのですが､あなたおもちですか?)
b 我意 ｡ (持っていますよ)


















































では･自然な日楯 の会話は成り立たないのであるO- 中- の語気助詞や日柏 の終助詞は丁













































ここで帽 語と日柄 の間で見られる相違を確認しておこうo仁田 (1989:1)は日本語文の基本
構造を入れ子の中心となる ｢音義事態｣ (命題)とそれを包み込む ｢言表鮎 ｣ (モダリティ)か
ら成していると主断 るo発言内容或いは聞き手に対する乱 手の態度を表すモダリティの表現は､





















置成分 (動詞に接尾語 ｢了｣､ ｢着｣をつけたり､動詞を重ねたり,各種の補語をつけたりする)
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